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1. はじめに 

 本報では、聴覚障害者に配慮された校舎棟片廊下と外

通路について学生および教員を対象に実施した POE 調査

の結果について述べる。 

 

2. POE 調査結果 

階別、学生・教員別のアンケート回収サンプル数の内

訳を表 1、主な調査項目の申告平均値と標準偏差を図 1～

12 に示す。アンケートは普段の印象について尋ねるもの

で、回収率は学生、教員共に 81%であった。 

図 1 は片廊下の明るさ感の結果である。1 階の片廊下は

直射日光が差し込まない状況にあるため、学生、教員共

に平均申告は「どちらでもない」より暗い側にあるが、2

～6 階は明るい側にある。また、学生の平均申告は教員よ

りも各階の差が相対的に小さいといえる。 

 図 2 は片廊下の夏の暑さの感じの結果である。1 階を除

き、「どちらでもない」より暑い側に平均申告があり、概

ね上の階ほど暑い側の申告となっている。また、2～6 階

は学生よりも教員の方が暑い側の申告である。図 3 は冬

の寒さの感じについての結果である。各階の平均申告は

「やや寒い」の辺りにあるが、教員の 1 階は「寒い」側

寄りとなっている。夏と比べて学生と教員の平均申告の

差は小さい。これらの暑さ、寒さに関する全体的な傾向

は片廊下内の気温を実測した結果 1）と概ね一致している。 

 図 4、5 は片廊下の安心感と開放感の結果である。安心

感については、1～3 階において教員の平均申告は学生よ

りも不安側になっている。学生の各階の平均申告は「ふ

つう」辺りにあり、各階の差が相対的に小さく、特に安

心感が高いという評価にはなっていない。開放感につい

ては１階の平均申告のみ「閉鎖的」だが、2～6 階は「ふ

つう」よりも「やや開放的」側にあり、学生よりも教員

の方が開放的と申告している。 

 図 6 は歩きやすさの結果である。1 階の教員の申告を除

き、平均申告は「ふつう」から「やや歩きやすい」の間

にある。 

 図 7 は片廊下内から外を見た時の見通しの結果である。 

片廊下の外がドライエリアとなっている 1 階を除き、平

均申告は「ふつう」よりも良い側にあり、学生よりも教

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         

 

  

 

 

  

表１ アンケート回収サンプル数の内訳 

１階 ２階 ３階 ４階 ５階 ６階 合計

学生 21 42 21 38 30 18 170

教員 7 5 7 5 7 7 38

図 4 安心感の調査結果 図 5 開放感の調査結果 図 6 歩きやすさの調査結果 

図１ 明るさ感の調査結果 図 3 冬の寒さの感じの調査結果 図 2 夏の暑さの感じの調査結果 
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員の方が見通しの良さを評価する結果となっている。 

 図 8、9 は片廊下および外通路から見た時の窓ガラスの

大きさについて尋ねた結果である。学生はどちらから見

た場合も平均申告は「ちょうど良い」辺りにあり階毎の

差も小さいが、教員の平均申告は全体的に学生よりも

「もう少し小さい方がよい」側の申告となっている。片

廊下から見た場合に「もう少し小さい方が良い」または

「小さい方が良い」とした割合は学生 11%、教員 32%であ

り、教員の方が多かった。その理由も尋ねているが、学

生は、落ち着かない、安全面が心配、明るすぎる、まぶ

しい、暑いなどを挙げており、教員は暑い、足元が不安、

下は見えない方が良いなどを挙げている。 

 図 10、11 は片廊下と外通路を総体的にみたときの満足

度（総合評価）を尋ねた結果である。教員の平均申告は 1

階や 6 階に比べて概ね中間階の満足度が相対的に高い傾

向にあるが、学生は教員に比べて各階の差が小さい。外

通路で 5 階と 6 階の平均申告が他の階より不満側にある

のは、片廊下の約 2/3 のガラス面積に日射遮蔽フィルム

が数年前より貼られていて片廊下の内部が他階に比べて

見通しにくいこと、5 階と 6 階だけ外通路が他の棟と通じ

ていないこと、6 階の外通路は一部雨に濡れる部分がある

ことなどが理由として挙げられる。図 12 は片廊下と外通

路の併設とその間でのコミュニケーションについての満

足度の結果である。学生、教員ともに平均申告は「どち

らでもない」から「やや満足」の間にあり、5 階と 6 階が

他の階より少し劣る評価となった。 

 片廊下および外通路の満足度（総合評価）とそれぞれ

の調査項目との相関係数について表 1、2 に示す。さほど

高い相関はないが、片廊下に関しては学生が「歩きやす

さ」、教員は「開放感」、そして学生、教員共に「外の見

通し」が上位となっている。また、外通路に関しては学

生、教員共に「片廊下内の見通し」との相関が相対的に

高かった。 

 

3. おわりに 

 片廊下は教員研究室に隣接しているため、片廊下の通

行、利用頻度は教員の方が学生よりも高く、関心も相対

的に高いという傾向が窺われた。現状の片廊下の窓ガラ

スの大きさについては、学生の多くがちょうど良いとし

ているのに対して、教員の 32% はやや小さい方が良いま

たは小さ方がよいとしていることが明らかになった。 

 

 

  
 

図 9  外通路から見た窓ガラスの 
大きさについての調査結果 

図 12  片廊下と外通路の併設に 
   ついての満足度の調査結果 

図 7  片廊下からの外の見通しに 
    ついての調査結果 

図 8  片廊下から見た窓ガラスの 
大きさについての調査結果 

図 10 片廊下の満足度の調査結果 図 11  外通路の満足度の調査結果 
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表 2  片廊下の満足度と個別の項目との相関係数 

表 3  外通路の満足度と個別の項目との相関係数 

1 歩きやすさ 0.448 開放感 0.608
2 外の見通し 0.394 外の見通し 0.547
3 開放感 0.315 安心感 0.539

学　　生 教　　員

1 片廊下内の見通し 0.510 片廊下内の見通し 0.624
2 片廊下内の積極的情報収集 0.360 片廊下内を見る頻度 0.305

学 　生 教 　員
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